
耕作放棄地再生利用緊急対策の期間が残りわずかとなりました。 
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① 協議会の設立経緯 
北塩原村では、地域における耕作放棄地の再生利用等に資することを目的とし

て、平成 21年 12月に「北塩原村耕作放棄地解消対策協議会」を設立しました。 
 

 ② これまでの取組状況 
     当協議会では、国の耕作放棄地再生利用緊急対策交付金を活用することによ

り、これまで 5 地区で水田 1.7ha、畑 3.9ha の合計 5.6ha の耕作放棄地を解消・再生

にしたところです。 

 

基調講演では、 

④ 今後の抱負・活動展開予定 
     当村においても農業者の高齢化や担い手不足等により、耕作放棄地は年々増加

傾向にあることから、地域の担い手と連携・協力して耕作放棄地の発生防止、再生・

利用を進めていきます。 

    また、平成 28 年度から開始した耕作放棄地を活用しての「エミュー」の試験飼育を

今後の解消に繋げていけるよう関係機関と連携を図っていきたいと思います。 

 

③ 特徴的な取組 
    当管内の蛇平地区では、民宿やペンションのオーナーらが中心となって平成 22 年

に蛇平遊休農地解消組合を設立し、耕作放棄地を９５a再生しました。 

    再生した農地は、農業体験施設「教育ファーム」として、地元の子供たち（幼稚園児

から中学生まで）にジャガイモや人参などの作付けや収穫など、学年に応じたプログ

ラムによる農業体験を提供しています。 

    また、自然体験と再生した農地での農業体験をプラスした滞在型観光客の誘致や

特産品（食用ほうずき）の６次化商品開発にも取り組んでいます。 

再生農地（ソバ畑） 

再生農地での農業体験 

※本年度から事業の取扱いが一部変更になりました。 

【変更の内容】 

○施設等補完整備に関する支援で、乾燥調製貯蔵施設

や集出荷貯蔵施設が対象外になりました。 

 ○土壌改良、営農定着に対する支援は、作業等に要す

る労力と費用が 10ａ当たり 50,000 円以上に相当す

る取組が対象となりました。 

 ○実績報告の際は、要した費用に関する領収書等や作

業日報の提出が義務化されました。 

○耕作放棄地再生利用緊急対策事業 

           （一般型・被災者支援型） 

【事業の概要】 

①再生利用活動に対する支援 

 ア 雑草、雑木等の除去等（再生作業） 

イ 肥料等の投入（土壌改良） 

ウ 営農資材等の購入（営農定着） 

②施設等補完整備に対する支援 

ア 基盤整備 

イ 農業体験施設 

ウ 農業用機械・施設 ※機械はリース代のみ 

③経営展開に対する支援 

 ア 経営相談・指導、加工品の試作等 

イ 実証ほの設置・運営（各地域協議会のみ） 

 交付金を活用しての再生農地 
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展
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に
つ
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て
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だ
さ
い
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最
近
で
は
東
京
の
市
場
か
ら
の
直
接
の
注
文
も
増
え
、
や
り
甲
斐
を

感
じ
て
い
ま
す
。
品
質
を
良
く
す
る
た
め
の
勉
強
も
大
変
で
す
が
、
不
思

議
な
こ
と
に
花
づ
く
り
が
楽
し
く
て
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 

今
年
は
、
福
島
市
内
の
直
売
所
で
の
販
売
に
挑
戦
し
、
県
内
に
も
ブ
プ

レ
ウ
ラ
ム
な
ど
の
花
の
魅
力
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

農
地
再
生
の
取
り
組
み
に
参
加
し
た
お
か
げ
で
、
「
耕
作
放
棄
地
が
き

れ
い
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
」
、
「
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
花
を
作
り
続
け
て
」

と
散
歩
を
兼
ね
て
応
援
に
来
て
く
れ
る
地
元
の
仲
間
も
増
え
、
家
族
み

ん
な
で
喜
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃より耕作放棄地対策の推進に御尽力をいただき、感謝申し上げます。対策の柱である耕作放棄地

再生利用緊急対策（国庫事業）も残り１年余りとなりました。現在、まだかなりの財源（基金）を保有しており

ますので、積極的な活用を御検討いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

※今後「農地再生レインボー通信」の配信を希望される方は、 

n o s o n s h i n k o @ p r e f . f u k u s h i m a . l g . j p までご連絡ください。 

～福島県並びに県協議会からのお知らせ～ 
◎ 県では、本年度から再生困難農地（荒廃農地調査でのＢ分類農地）を農地以外に利活用することに 

ついて、検討する場を設けることとしました。 

今後、荒廃農地の解消に向けた取組に対し、いろいろな意見をいただきたいと思います。 

◎ また、県では遊休農地（農地法に基づく 1号及び 2号遊休農地）を活用して体験農園や研修農園 

の整備を行う経費を支援する事業も行っております。事業対象者は、市町村を始め、農協や農業者の

組織する団体等が該当します。 

詳しくは、管内の県農林事務所農業振興普及部までお問い合わせください。 

にインタビューしました!! 

ハウスで栽培したマリーゴールド 

 

庄司 正彦さん 

営
農
を
再
開
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お
聞
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さ
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震
災
前
は
、
飯
舘
村
で
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
子
力
災
害
で
村
か
ら
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

避
難
先
で
は
慣
れ
な
い
生
活
が
続
き
、
な
か
な
か
農
業
を
再
開
す
る
意

欲
を
持
て
ず
に
い
ま
し
た
が
、
村
の
仲
間
立
ち
が
避
難
先
で
農
業
に
情
熱

を
注
い
で
い
る
姿
を
目
に
し
、
も
う
一
度
、
花
つ
く
り
を
し
た
い
気
持
ち
が

強
く
な
り
ま
し
た
。
村
や
村
の
仲
間
た
ち
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
事
業
に

参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

 

 

  

    

現
在
の
営
農
状
況
に
つ
い
て
、
お
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現
在
は
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
６
棟
を
活
用
し
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
テ
マ
リ

ソ
ウ
、
ブ
プ
レ
ウ
ラ
ム
な
ど
を
春
と
秋
の
年
二
作
の
栽
培
に
取
り
組
み
、

周
年
栽
培
に
よ
る
生
産
拡
大
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
初
め
は
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
農
業
の
魅
力
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

◆ 

飯
舘
村
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
八

年
度
に
か
け
て
、
福
島
市
の
在
庭
坂
地
区
に
あ
っ
た
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
被

災
者
の
営
農
再
開
を
支
援
す
る
た
め
、
花
卉
の
実
証
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 
 

今
回
、
実
証
栽
培
に
取
り
組
む
こ
と
で
営
農
を
再
開
し
た
庄
司
正
彦
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。 


